
（ 火を 使用する 設備に附属する 煙突）  

第９ 条 火を 使用する 設備（ 燃料電池発電設備を 除く 。） に附属する 煙突の位置、 構造及び管理は、

次に掲げる 基準によ ら なければなら ない。（ う ）（ け）（ ほ）  

⑴ 構造又は材質に応じ 、 支枠、 支線、 腕金具等で固定する こ と 。（ ほ）  

⑵ 可燃性の壁、 床、 天井等を 貫通する 部分、 小屋裏、 天井裏、 床裏等において接続する 場合は、

容易に離脱せず、 かつ、 燃焼廃棄が漏れない構造と する こ と 。（ け）（ ほ）  

⑶ 掃除が容易にでき る 構造と し 、筒内に著し く ばい煙が付着し たと き は、こ れを 除去する こ と 。

（ け）（ ほ）  

⑷ 破損し たま ま の状態又は煙若し く は火気が漏れる 状態で使用し ないこ と 。（ け）（ ほ）  

⑸ 火粉が飛散する おそれのあ る 煙突は、 火粉の飛散を 防止する ための有効な装置を 設ける こ

と 。（ う ）（ ほ）  

⑹ 前各号に規定する も ののほか、 煙突の基準については、 建築基準法施行令第 1 1 5 条第１ 項 

第１ 号から 第３ 号ま で及び第２ 項の規定を 準用する 。（ ほ）  

 

【 解説】  

 本条は、 火気設備等に接続する 煙突の位置、 構造及び管理について規定し ている 。  

１  第１ 号は、 煙筒が風、 雪又は衝撃等によ り 脱落、 転倒又は破壊等し て、 火紛等によ り 火災が発

生し たり 、 又は酸欠事故が発生する こ と を 防止する こ と を 規定し たも のである 。  

「 固定」 と は、 振動等によ る 煙突の倒壊を 防ぐ ために、 れんが造、 石造、 コ ン ク リ ート ブロ ッ ク

造等は、 鉄製の支柱で、 金属製のも のは支線、 腕金具等で建築物等に固定する こ と を いう 。  

 

 ２  第２ 号は、振動等によ る 離脱又は排気漏れによ っ て熱伝導し 、壁等に着火する こ と を 防止する

ため規定し たも のであ る 。「 容易に離脱せず、 かつ、 燃焼排気が漏れない構造」 と は、 ねじ 接続、

フ ラ ン ジ接続、 ロ ッ ク 機構付接続の他、 差し 込み接続を 使用する 場合は、 タ ッ ピ ン グ小ねじ 止め

又はバン ド 締めと 同等以上の固定方法と する こ と を いう 。隠ぺい部分で接続する 場合は特に気密

性にすぐ れている こ と 。  

   金属製の場合、一般には接続部を アルミ テープ等でシールする と 気密性能が十分保たれる 。ま

た、接続は容易で確実に接続でき る 工法と し 、地震など で容易に外れる こ と のない構造と する こ

と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜接続例＞図９ －１  

 

 

 

 

 ３  第３ 号は、 日常の保守管理を 目的と し た規定である 。 媒煙の付着によ る 火粉の飛散、 又はじ ん

あい等の付着によ り 排気効率が低下し 、酸欠事故等の発生を 防止する ため、定期的に点検清掃す

る こ と が必要である 。  

 

４  第４ 号は、煙突の破損し た状態又は煙や火気が漏れる 状態で使用する こ と を 防止する ための規

定である 。  

 

 ５  第５ 号は、煙突から 火粉が飛び散り 、飛び火し て火災が発生する こ と を 防止する ための規定で

ある 。  

 

６  第６ 号の建築基準法施行令第 1 1 5 条第１ 項第１ 号から 第３ 号ま で及び第２ 項の規定は次のと

おり 。  

 

 （ 建築物に設ける 煙突）   

 建築物に設ける 煙突は、 次に定める 構造と し なければなら ない。  

一 煙突の屋上突出部は、 屋根面から の垂直距離を 6 0 セン チメ ート ル以上と する こ と 。 

二 煙突の高さ は、 その先端から の水平距離１ メ ート ル以内に建築物がある 場合で、 そ

の建築物に軒がある 場合においては、 その建築物の軒から 6 0 セン チメ ート ル以上高

く する こ と 。  

三 煙突は、 次のイ 又はロ のいずれかに適合する も のと する こ と 。  

  イ  次に掲げる 基準に適合する も のである こ と 。  

   ⑴ 煙突の小屋裏、 天井裏、 床裏等にある 部分は、 煙突の上又は周囲にたま る ほこ

り を 煙突内の廃ガス その他の生成物の熱によ り 燃焼さ せないも のと し て国土交通
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大臣が定めた構造方法を 用いる も のと する こ と 。  

⑵ 煙突は、 建築物の部分である 木材その他の可燃材料から 1 5 セン チメ ート ル以

上離し て設ける こ と 。 ただし 、 厚さ が 1 0 セン チメ ート ル以上の金属以外の不燃

材料で造り 、 又は覆う 部分その他当該可燃材料を 煙突内の廃ガス その他の生成物

の熱によ り 燃焼さ せないも のと し て国土交通大臣が定めた構造方法を 用いる 部分

は、 こ の限り でない。  

ロ  その周囲にある 建築物の部分（ 小屋裏、 天井裏、 床裏等にある 部分にあっ ては、

煙突の上又は周囲にたま る ほこ り を 含む。） を 煙突内の廃ガス その他の生成物の熱に

よ り 燃焼さ せないも のと し て国土交通大臣の認定を 受けたも のであ る こ と 。  

２  前項第一号から 第三号ま での規定は、 廃ガス その他の生成物の温度が低いこ と その他

の理由によ り 防火上支障がないも のと し て国土交通大臣が定める 基準に適合する 場合に

おいては適用し ない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７  こ れら の規定によ る ほか、 位置、 構造等の基準の細目については、「 広島市火災予防条例第９

条で規定する 煙突の取扱について」（ 昭和 6 2 年８ 月 1 4 日 甲検第 2 4 号広島市消防局長通達）

（ 別添資料５ ） によ る こ と と し ている 。  

昭和 5 6 年６ 月１ 日 建設省告示第 1 9 1 8 号 

（ 略）  

平成 1 6 年９ 月 2 9 日 国土交通省告示第 1 1 6 8 号 

（ 略）  


